
石川県立美術館だより
第421号	 平成30年11月1日発行

■ 石川の文化財【古美術】

■ 秋の優品選【近現代絵画･彫刻】

■ 画家とやきもの【工芸】

  11月の企画展示室
  11月の行事案内・ミュージアムウィーク
  アラカルト　ただいま展示中

日本工芸会総裁賞《四分一象嵌打出銀器》
前田宏智（東京）ー日本伝統工芸展金沢展ー

第65回 日本伝統工芸展 金沢展

特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅱ【前田育徳会尊經閣文庫分館】
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我
が
国
は
、
四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、
多
様
な
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
各
地
の
風
上
に
根
ざ
し
た
工
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
、
伝
統
技
術
を
大
切
に
継

承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
本
展
は
、
こ
の
優
れ
た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育

成
、
な
ら
び
に
伝
統
工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

六
十
五
回
目
と
な
る
本
年
は
、
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工
芸（
七

宝
・
ガ
ラ
ス
・
截
金
な
ど
）の
七
部
門
の
入
選
作
品
六
二
二
点
の
中
か
ら
、
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
・
受
賞
者
等
の
作
品
と
、
北
陸
お
よ
び
そ
の
他
の
地
の
入
選
作
品
を
含
め
、
三
四

五
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
石
川
県
の
入
選
者
は
七
十
六
人
で
、
五
年
ぶ
り
に
東
京
を
抜
い
て
、
県
別
の
入

選
者
数
が
全
国
一
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
工
芸
会
総
裁
賞
の
金
工
作
品《
四
分
一
象
嵌
打

出
銀
器
》を
制
作
し
た
前
田
宏
智
氏
は
石
川
県
の
出
身
で
、
平
成
六
年
に
高
松
宮
記
念
賞

を
受
賞
し
て
以
来
、
二
度
目
の
受
賞
で
す
が
、
近
年
、
伝
統
工
芸
日
本
金
工
展
で
受
賞
を

重
ね
て
お
り
、
ま
さ
に
満
を
持
し
て
の
再
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
県
内
在
住
の
入
賞
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
入
選
が
四
人
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
陶
芸
・
漆
芸
・
木
工
芸
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
別
に
見
て
も
、
石
川
県
の
入
選

者
数
が
全
国
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
家
の
裾
野
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
に
期
待
が

持
て
る
結
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

時
を
超
え
た
名
品
が
生
ま
れ
る
、
伝
統
工
芸
最
高
水
準
の
公
募
展
を
、
本
年
度
も
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

1 F企画展示室
第65回 日本伝統工芸展 金沢展

10月26日（金）～11月4日（日）　会期中無休　

高松宮記念賞《乾漆螺鈿天牛箱》
しんたにひとみ（奈良）

朝日新文部科学大臣賞《緑影の迹》
小倉淳史（京都）

日本工芸会会長賞《線描幾何文花入》
森田由利子（奈良）

日
時

11
時
～

13
時
30
分
～

10
月
27
日
（
土
）

《
陶　

芸
》
田
島　

正
仁

《
漆　

芸
》
大
角　

裕
二

28
日
（
日
）

《
金　

工
》
般
若　
　

保

記　

念　

講　

演　

会

29
日
（
月
）

《
陶　

芸
》
中
田　

一
於

《
染　

織
》
山
下　

郁
子

30
日
（
火
）

《
木
竹
工
》
細
川　
　

毅

《
金　

工
》
村
上　

浩
堂

31
日
（
水
）

《
染　

織
》
毎
田　

健
治

《
人　

形
》
紺
谷　
　

力

11
月
１
日
（
木
）

《
漆　

芸
》
中
野　

孝
一

《
木
竹
工
》
川
北　

浩
彦

２
日
（
金
）

《
陶　

芸
》
武
腰　
　

潤

《
染　

織
》
二
塚　

長
生

３
日
（
土
）

《
木
竹
工
》
川
北　

良
造

《
金　

工
》
中
川　
　

衛

４
日
（
日
）

《
漆　

芸
》
小
森　

邦
衞

《
総　

合
》
山
崎　
　

剛

（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
長
）

◆
展
示
作
品
解
説

◆
講
演
会

演
題　
「
香
川
の
漆
芸
」

講
師　

山
下
義
人 

氏

　
　
　
（
重
要
無
形
文
化
財「
蒟
醬
」保
持
者
）

日
時　

十
月
二
十
八
日（
日
）

　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～

会
場　

美
術
館
ホ
ー
ル《
聴
講
無
料
》

主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、公益社団法人 日本工芸会
後援／富山県教育委員会、福井県教育委員会

※最終日(４日)は午後５時まで　(入場は午後４時30分まで)

個　

人

団
体
（
二
十
名
以
上
）

一　
　
　

般

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

大　

学　

生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

高
校
生
以
下

無　
　

料

無　
　

料

◆
観
覧
料

※ 

当
館
友
の
会
会
員
は
、
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り

団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。
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第2展示室

石川の文化財
10月18日（木）～11月19日（月）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

加賀藩の美術工芸Ⅱ
10月18日（木）～11月19日（月）　会期中無休

　
「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」Ⅱ
期
で
は
、
Ⅰ
期
か
ら
す
べ
て
の

展
示
作
品
が
替
わ
り
ま
す
。
今
回
は
国
宝《
入
道
右
大
臣
集
》

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
安
時
代
後
期
の
右
大
臣
・

藤
原
頼
宗（
九
九
三
～
一
〇
六
五
）の
詠
歌
百
九
首
を
収
め
た

自
撰
集
で
、『
頼
宗
集
』と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
頼
宗
は
有
名
な

藤
原
道
長
の
次
男
で
、
右
大
臣
に
の
ぼ
り
一
〇
六
五
年
に
出

家
し
た
こ
と
か
ら「
入
道
右
大
臣
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
歌
人
と
し
て
も
優
れ
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
和
歌

の
大
半
が『
後
拾
遺
集
』や『
金
葉
集
』な
ど
の
勅
撰
集
に
入
集

し
て
い
ま
す
。
今
回
展
示
さ
れ
る
国
宝
は
、
頼
宗
の
自
筆
本

で
は
な
く
十
二
世
紀
後
半
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
王

朝
の
美
意
識
を
反
映
し
て
華
麗
な
料
紙
を
選
択
し
、
流
麗
な

筆
跡
が
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
お
け
る
伊
勢

神
宮
の
神
宝
の
姿
を
伝
え
る
、
現
存
す
る
最
古
の
図
巻
で
あ

る
重
要
文
化
財《
神
宮
神
宝
図
巻
》二
巻
も
展
示
し
ま
す
。
注

記
や
奥
書
か
ら
、
一
三
四
三
年
の
遷
宮
の
際
に
描
か
れ
た
も

の
を
一
四
一
〇
年
に
写
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
前
田

家
に
入
っ
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
加
賀
藩

五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
は
神
宮
神
宝
に
深
い
関
心
を
持
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
綱
紀
の
時
代
に
入
手
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
武
家
の
美
意
識
の
粋
と
し
て
、
室
町
時
代
以

来
装
剣
金
工
の
宗
家
と
し
て
君
臨
し
た
後
藤
家
歴
代
に
よ
る

《
後
藤
家
装
剣
小
道
具
》に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
展
示
室
で
は
ご
覧
に
な
り
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
限
定
さ
れ
た
形
状
や
大
き
さ
の
中
に
表
現
の
可
能
性

を
追
求
し
て
い
っ
た
後
藤
家
歴
代
の
創
意
が
大
き
な
見
所
と

い
え
ま
す
。

　

石
川
県
に
は
、
歴
史
的
あ
る
い
は
芸
術
的
に
優
れ
た
文
化

財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
に

加
賀
藩
主
と
し
て
こ
の
地
を
支
配
し
た
、
前
田
家
の
文
化
的

施
策
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
の
石

川
の
文
化
風
土
は
、
芸
術
・
文
化
全
般
に
対
す
る
高
い
関
心

と
い
う
か
た
ち
で
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
地
区
は
日
本
海
の
海
上
交
通
に
よ
り
、
大
陸
と
の
接

触
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
た
め
、
歴
史
的
な
風
土
や
文
化
を

色
濃
く
物
語
る
も
の
を
中
心
と
し
た
文
化
財
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
加
賀
地
区
で
は
、
古
代
・
中
世
に
お
い
て
白

山
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
中
央
の
社
寺
の
荘
園
と

し
て
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
反
映
す
る
文
化
財
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
田
家
が
加
賀
藩
主
と
な
っ
て
文

化
の
展
開
を
み
せ
て
以
降
は
、前
田
家
を
中
心
と
す
る
収
集
・

育
成
さ
れ
た
文
化
財
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
こ
う
し
た
文
化
財
、
と
り
わ
け
美
術
工
芸
品
を

中
心
に
収
集
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
保
存
と
活
用
を

目
的
と
し
て
、
県
内
の
社
寺
や
個
人
の
方
々
か
ら
、
指
定
文

化
財
を
含
む
多
く
の
作
品
の
寄
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は「
石
川
の
文
化
財
」と
題
し
て
、
国
宝
・

重
要
文
化
財
・
石
川
県
指
定
文
化
財
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
は
当
館
が
所
蔵
す
る《
色
絵
雉
香
炉
》と
白
山
比
咩

神
社
所
蔵
の《
剣　

銘
吉
光
》で
、
い
ず
れ
も
国
宝
で
す
。
現

在
石
川
に
は
二
件
の
国
宝
が
存
在
す
る
の
み
で
、
そ
れ
を
同

時
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
展
観
で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国宝《入道右大臣集》（部分）県文《白山曼茶羅図》能美市蔵

特別陳列
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第5展示室

画家とやきもの
10月18日（木）～11月19日（月）　会期中無休

第3・4・6展示室

秋の優品選【絵画・彫刻】

10月18日（木）～11月19日（月）　会期中無休

　

日
本
画
は
、
異
国
情
緒
た
だ
よ
う
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

墨
や
岩
絵
具
、
そ
し
て
絹
や
紙
な
ど
は
、
東
洋
的
な
モ
チ
ー

フ
に
よ
く
馴
染
む
素
材
で
す
。
そ
の
素
材
で
最
も
早
い
時
期

に
西
洋
的
な
モ
チ
ー
フ
に
挑
ん
だ
の
が
近
代
京
都
画
壇
の
巨

匠
、
竹
内
栖
鳳
で
し
た
。
墨
画
の
ラ
イ
オ
ン
や
イ
タ
リ
ア
風

景
は
、
現
代
日
本
画
に
慣
れ
た
私
た
ち
で
さ
え
軽
い
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、
当
時
の
人
た
ち
は
い
か
ば
か

り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
本
展
示
で
は
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
現
代
日
本
画
で
異
国
情
緒
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

第
５
展
示
室
の「
画
家
と
や
き
も
の
」に
関
連
し
た
展
示

を
紹
介
し
ま
す
。
油
彩
画
で
は
、
陶
芸
を
手
が
け
た
中
村
研

一
の《
家
居
》、
硲
伊
之
助
の《
素
晴
ら
し
い
眺
め
》、
吉
田
冨

士
夫《
交
霊
術
・
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
》の
他
、
高
光
一
也《
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
》、
藤
森
兼
明
の《
ア
ド
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ト
ロ
ポ
リ
ス
》等

の
優
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
版
画
で
は
硲
伊
之
助《
陶

工
》、《
台
所
》、
素
描
の
吉
田
富
士
夫《
野
の
道
化
》な
ど
を
出

品
し
ま
す
。
ひ
と
り
の
作
家
で
、
や
き
も
の
、
油
彩
、
版
画
な

ど
異
な
る
素
材
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。

　

彫
刻
部
門
で
は
、今
年
没
後
二
十
年
を
迎
え
る
坂
坦
道（
一

九
二
〇

－

一
九
九
八
）の
作
品
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

坦
道
は
珠
洲
郡
内
浦
町
恋
路
に
生
ま
れ
、
十
歳
の
頃
、
北
海

道
に
移
住
し
ま
す
。
一
九
四
四
年
に
東
京
美
術
学
校
を
卒
業

後
、
日
展
や
日
彫
展
で
活
躍
し
ま
し
た
。
世
相
を
反
映
し
た

人
物
像
や《
御
陣
乗
太
鼓
》《
か
え
り
舟
》な
ど
の
故
郷
石
川
へ

の
思
い
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

画
家
に
と
っ
て
や
き
も
の
は
、
制
作
意
欲
を
刺
激
す
る
素

材
で
す
。陶
芸
作
家
の
作
品
と
比
べ
て
、一
風
変
わ
っ
た
タ
ッ

チ
の
絵
付
け
は
、
画
家
な
ら
で
は
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今

回
の
展
示
で
は
、
九
谷
で
色
絵
付
け
を
学
ん
だ
洋
画
家
・
中

村
研
一
の
陶
芸
作
品
十
二
点
に
加
え
、
硲
伊
之
助
や
吉
田
冨

士
夫
、
そ
し
て
中
川
一
政
ら
が
手
が
け
た
陶
芸
作
品
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
村
研
一（
一
八
九
五
～
一
九
六
七
）は
福
岡
県
に
生
ま

れ
、
岡
田
三
郎
助
の
指
導
を
受
け
、
大
正
九
年
、
東
京
美
術

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
帝
展
で
の
入
選
を
重
ね
、
昭
和
二

十
五
年
に
は
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
り
ま
す
。
石
川
県
ゆ
か

り
の
洋
画
家
・
高
光
一
也
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
村
は
昭
和
二
十
八
～
三
十
一
年
に
、
初
代
德
田
八
十
吉
窯

で
九
谷
の
絵
付
け
を
行
い
ま
し
た
。大
皿
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、

九
谷
の
五
彩
を
も
っ
て
描
か
れ
た
作
品
の
数
々
は
、
必
ず
し

も
陶
芸
作
品
と
し
て
技
術
的
に
完
璧
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

筆
触
を
活
か
し
た
大
胆
な
構
図
は
魅
力
的
で
す
。
展
示
室
で

は
中
村
の
油
彩
画《
び
わ
》と《
枇
杷
図
皿
》を
並
べ
て
展
示
し

ま
す
。
同
じ
テ
ー
マ
を
、
油
彩
画
と
陶
芸
作
品
で
ど
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
か
、
楽
し
み
な
が
ら
比
べ
て
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
村
の
甥
で
あ
る
染
色
作
家
・
堀
友
三
郎
の
作
品

三
点
を
展
示
し
ま
す
。
堀
は
伯
父
で
あ
る
中
村
に「
工
芸
家

は
絵
が
描
け
な
い
と
い
か
ん
」「
も
の
を
良
く
見
、
自
分
の
主

張
を
作
品
に
打
ち
出
さ
な
き
ゃ
い
か
ん
」と
言
わ
れ
た
こ
と

を
回
想
し
て
い
ま
す
。
媒
体
は
違
え
ど
、
自
己
の
表
現
を
追

求
し
た
作
家
た
ち
の
姿
勢
を
、
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

坂坦道《かえり舟》中村研一《自画像皿》
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一
般
社
団
法
人
示
現
会
は
、
本
年
四
月
、
東
京
都
港
区
六
本

木
の
国
立
新
美
術
館
に
て
第
七
十
一
回
示
現
会
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
巡
回
金
沢
展
で
は
、
本
部
基
本
作
品
三
十
二
点
（
受
賞

作
品
を
含
む
）
と
地
元
石
川
県
支
部
作
品
二
十
九
点
、
合
計

六
十
一
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

示
現
会
は
堅
実
中
正
、
清
新
な
具
象
絵
画
を
目
指
し
て
、
昭

和
二
十
二
年
石
川
寅
二
を
中
心
に
創
立
以
来
、（
故
）
大
内
田
茂

士
、（
故
）
楢
原
健
三
の
両
芸
術
院
会
員
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
示
現
会
石
川
県
支
部
は
、
平
成
二
十
一
年
に
設

立
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
支
援
の
も
と
に
、
翌
二
十
二

年
よ
り
巡
回
金
沢
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
入
場
料
／
一
般
：
五
〇
〇
円
（
十
名
以
上
の
団
体
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　

六
十
五
歳
以
上
：
四
〇
〇
円
、
大
高
生
：
三
〇
〇
円

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
付
添
者
含
む
）、
中
学
生
以
下
：
無
料

◆
連
絡
先
／
一
般
社
団
法
人
示
現
会
石
川
県
支
部

　
　
　
　
　

事
務
局　

南
外
志
雄

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
九
〇

－六
八
一
〇

－〇
四
三
六

11月7日（水）～11日（日）　会期中無休

第7展示室

　

東
京
写
真
研
究
会
が
主
催
す
る
研
展
は
、
関
東
・
中
部
・
関

西
・
北
陸
の
四
支
部
で
構
成
さ
れ
、
公
募
展
は
四
支
部
巡
回
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
部
門
と
公
募
部
門
に
分
け
ら
れ
て

い
て
、
今
回
は
二
七
四
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

北
陸
支
部
に
お
い
て
の
入
賞
者
は
、
会
員
部
門
が
三
名
、
公

募
部
門
は
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

合
評
会
は
十
一
月
十
八
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
行
い
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
土
田
貴
夫　

金
沢
市
東
山
二

－二

－

八

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六

－二
五
一

－

〇
七
二
三

公募写真展研展
11月14日(水)～18日(日)　会期中無休

第7・8展示室

　
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
主
催
の
支
部
員
展
は
、

今
年
二
〇
一
八
年
度
は
会
員
会
友
展
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
、
二
〇
一
八
・
第
六
十
六
回
二
科
会
写
真
展
（
本
展
）
で

は
、
十
六
名
の
入
選
者
と
内
一
名
の
入
賞
者
を
数
え
ま
し
た
が
、

こ
の
入
選
支
部
員
の
最
近
作
品
も
楽
し
み
で
す
。（
入
選
作
品
は
今

回
同
時
展
示
致
し
ま
す
）

　

又
、
会
員
会
友
展
（
七
名
）
に
よ
る
ブ
ー
ス
で
は
、
修
練
さ
れ

た
創
造
的
写
真
表
現
で
、
二
科
会
写
真
部
展
全
国
前
線
に
到
達
し

た
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。

　

石
川
の
写
真
文
化
も
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
時
代
と
な
り
誰
も
が
手

軽
に
楽
し
め
ま
す
、
だ
か
ら
こ
そ
フ
ィ
ル
ム
時
代
に
劣
ら
な
い
芸

術
作
品
と
し
て
写
真
作
品
の
追
及
を
日
々
続
け
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
、
沢
山
の
ご
高
覧
を
い
た
だ
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
事
務
局

2018年
二科会写真部石川支部展＆
会員会友展
11月7日（水）～11日（日）　会期中無休

第7展示室

　
石
川
県
内
の
水
墨
画
愛
好
家
団
体
を
網
羅
し
た
統
一
展
で

す
。
近
年
愛
好
者
の
増
加
と
作
品
の
向
上
が
著
し
い
県
水
墨
画

界
の
結
束
を
図
る
と
と
も
に
、
愛
好
者
拡
大
を
目
指
す
ね
ら
い

の
展
覧
会
で
、
作
品
は
広
く
愛
好
者
か
ら
公
募
し
て
審
査
し
ま

す
。
入
選
、
入
賞
作
に
委
嘱
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
、
水
墨
画

の
魅
力
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

◆
入
場
料
／
一
般
・
高
大
生
：
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　（
　
）
内
は
前
売
料
金 

中
学
生
以
下
無
料

◆
連
絡
先
／
金
沢
市
南
町
二
番
一
号

　
　
　
　
　
石
川
県
水
墨
画
連
盟

　
　
　
　
　（
北
國
新
聞
社
事
業
局
内
）

　
　
　
　
　
電
話
：
〇
七
六

－

二
六
〇

－

三
五
八
一

北國水墨画展
10月19日（金）～22日（月）　会期中無休

第7・8・9展示室

示現会展巡回金沢展
第71回

第103回

第28回
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丹
羽
俊
夫
会
長
が
石
川
県
を
基
盤
と
し
て
創
立
し
、 

今
年
四

十
二
回
展
を
迎
え
ま
す
。

　

理
事
長
三
宅
厚
史
、 

副
理
事
長
今
村
文
男
を
は
じ
め
、 

県
内

外
か
ら
の
出
品
を
中
心
に
日
本
画
一
〇
〇
点
余
を
展
観
。ま
た
、 

国
際
公
募　

新
院
展
に
出
品
さ
れ
た
秀
作
も
多
数
展
示
致
し
ま

す
。

◆
主
な
出
品
者

松
尾
功
一
朗
・
伊
藤
夏
子
・
中
村
勝
代
・
大
窪
昭
子
・
牛
丸
美
代

子
・
北
川
真
理
子
・
北
出
朝
之
・
保
科
誠
・
柴
田
輝
枝
・
村
中
博
文
・

南
好
乃

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
丹
羽
俊
夫　

金
沢
市
窪
一

－

二
二
三

11月23日（金・祝）～25日（日）　会期中無休

第７展示室

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
は
、
志
賀
町
の
四
季
を
通
じ
て
彩
り

を
添
え
る
風
景
・
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
育
ま
れ
て
き

た
伝
統
文
化
や
慣
習
な
ど
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
志
賀
町
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
、
招
待
作
品
か
ら
一
般
作
品
ま

で
約
一
七
〇
点
の
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
水
彩
画
な
ど
の
作

品
を
富
来
展
と
金
沢
展
の
二
会
場
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
志
賀
町
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

羽
咋
郡
志
賀
町
富
来
領
家
町
甲

－

一
〇

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
七

－

三
二

－

二
九
七
〇

11月28日（水）～12月2日（日）　会期中無休

第7・8・9展示室

　

石
川
独
立
は
、昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出
品
者
を

中
心
に
Ｄ
Ｏ
展
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。日
本
的
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム（
野

獣
派
）の
流
れ
を
汲
む
独
立
展
は
、東
京・国
立
新
美
術
館
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
、今
年
で
八
十
六
回
を
数
え
ま
す
。自
由
で
個
性
強

烈
な
作
家
を
輩
出
し
て
い
る
事
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

二
十
四
日
に
は
批
評
会
も
行
い
、作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
対
す

る
思
い
が
理
解
で
き
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。ま
た
今
回
は
長
年
独
立
展
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、一

昨
年
逝
去
さ
れ
た
前
田
さ
な
み
氏
の
代
表
作
を
県
立
美
術
館
よ
り
お

借
り
し
特
別
展
示
も
行
い
ま
す
。

◆
出
品
予
定
作
家

大
部
雅
子
・
京
岡
英
樹
・
桑
野
幾
子
・
櫻
井
杏
純
・
進
地
美
穂

田
井
淳
・
西
又
浩
二
・
堀
一
浩
・
堀
田
正
人
・
三
浦
賢
治

伊
藤
裕
貴
・
乙
部
久
子
・
桜
井
節
子
・
前
田
さ
な
み

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
堀
一
浩　

電
話
：
〇
九
〇

－

四
三
二
六

－

五
八
四
九

11月22日（木）～25日（日）　会期中無休

第8・9展示室

　

今
秋
、
東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
六
十
四
回
一
陽
展（
十
月
三
日
～
十
月
十
五
日
）に
出
品
し
た
、

一
陽
会
石
川
支
部
メ
ン
バ
ー
の
絵
画
三
十
点
、彫
刻
二
点
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

　

一
陽
会
は「
清
新
に
し
て
深
奥
な
る
も
の
の
創
造
に
勉
励
し
、

新
時
代
の
美
術
を
推
薦
せ
ん
と
す
る
。尖
鋭
な
る
未
完
成
こ
そ
推

薦
し
、前
人
未
踏
の
新
分
野
の
確
立
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
」。

　

こ
の
精
神
を
ふ
ま
え
、日
々
研
鑽
努
力
し
て
き
た
渾
身
作
を
展

示
い
た
し
ま
す
。
美
術
愛
好
家
の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
、

ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
一
陽
会
石
川
支
部
副
支
部
長　

竹
田
明
男

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六

－

二
四
八

－
五
八
九
八

2018 一陽会石川支部展
11月14日（水）～18日（日）　会期中無休

第9展示室

公募日創展＆新院展選抜金沢展
第42回

志賀町を描く美術展金沢展
第30回

独立DO展
第28回
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芸
術
の
秋
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
あ
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
普
段
は
な

か
な
か
訪
れ
る
機
会
の
な
い
場
所
へ
も
、
足
を
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
東
京
】

「
新
・
桃
山
の
茶
陶
」

会
期
：
十
月
二
十
日（
土
）～
十
二
月
十
六
日（
日
）

根
津
美
術
館（
電
話
：
〇
三

－

三
四
〇
〇

－

二
五
三
六
）

【
関
西
】

「
京
の
か
た
な　

匠
の
わ
ざ
と
雅
の
こ
こ
ろ
」

会
期
：
九
月
二
十
九
日（
土
）～
十
一
月
二
十
五
日（
日
）

京
都
国
立
博
物
館（
電
話
：
〇
七
五

－

五
二
五

－

二
四
七
三
）

「
谷
崎
潤
一
郎
文
学
の
着
物
を
見
る
」

会
期
：
九
月
十
五
日（
土
）～
十
二
月
二
日（
日
）

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館（
電
話
：
〇
七
五

－

九
五
七

－

三
一
二
三
）

「
西
行　

紀
州
に
生
ま
れ
、
紀
州
を
め
ぐ
る
」

会
期
：
十
月
十
三
日（
土
）～
十
一
月
二
十
五
日（
日
）

和
歌
山
県
立
博
物
館（
電
話
：
〇
七
三

－

四
三
六

－

八
六
七
〇
）

【
九
州
】

「
オ
ー
ク
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

古
今
の
美
を
収
集
し
た
、
大
倉
父
子
の
夢
」

会
期
：
十
月
二
日（
火
）～
十
二
月
九
日（
日
）

九
州
国
立
博
物
館（
電
話
：
〇
五
〇

－

五
五
四
二

－

八
六
〇
〇
）

「
魔
都
の
鼓
動　

上
海
現
代
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」

会
期
：
九
月
二
十
二
日（
土
）～
十
一
月
二
十
五
日（
日
）

熊
本
市
現
代
美
術
館（
電
話
：
〇
九
六

－

二
七
八

－

七
五
〇
〇
）

◆「
画
家
と
や
き
も
の
」鑑
賞
体
験
講
座
　
―
や
き
も
の
の
絵
付
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
―

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示「
画
家
と
や
き
も
の
」を
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
後
、
九

谷
焼
の
絵
付
け
を
体
験
し
ま
す
。

　

日
時
：
十
一
月
十
一
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
の
部　

一
般（
中
学
生
以
上
）　

午
前
十
時
～
十
二
時

　
　
　
　

午
後
の
部　

キ
ッ
ズ（
小
学
生
親
子
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　

会
場
：
二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
・
講
義
室

　

申
込
：
十
月
三
十
一
日（
水
）必
着
。往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
年（
キ
ッ
ズ
）・

　
　
　
　

連
絡
先
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
費
：
午
前
の
部（
一
般
）ひ
と
り
一
一
七
〇
円

　
　
　
　
　

午
後
の
部（
キ
ッ
ズ
）ひ
と
り
六
四
〇
円

　
　
　
　
　

※
午
前
と
午
後
で
は
、
絵
付
け
皿
の
大
き
さ
と
絵
の
具
の
種
類
が
違
い
ま
す
。

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト「
弦
楽
の
響
き
」

　

演
奏
：
根
来
か
な
う
氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、高
田
愛
子
氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
）

　

日
時
：
十
一
月
一
日（
木
）十
六
時
～

　

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
広
阪
別
館

　

申
込
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

秋
の
お
す
す
め
展
覧
会

十
一
月
の
行
事
予
定

11
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

10
日（
土
）

画
家
と
ホ
ビ
ー

学
芸
専
門
員

前
多
武
志

17
日（
土
）

よ
み
が
え
っ
た
文
化
財

修
復
工
房
次
長

高
嶋
清
栄

24
日（
土
）

表
具
基
礎
知
識
―
使
わ
れ
方
と
展
開
―

学
芸
員

有
賀　

茜
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2018年11月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内
コレクション展観覧料
一　般　360円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金
毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日（11月は5日）

11月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

11月の休館日は
20日（火）・21日（水）

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第２展示室

平成30年11月23日（金・祝）
 ～12月24日（月・休） 絵画と調度 よみがえった文化財

次回の展覧会

第３展示室 第５展示室 第６展示室 １Ｆ企画展示室

優品選【絵画・彫刻】東京国立近代美術館
名品展 石川の工芸教育

石川近代美術の100年
平成30年1月4日（金）
　　　 ～2月4日（月）

　

大
乗
寺
は
、
徹
通
義
介
を
開
祖
と
す
る
曹
洞
宗

の
寺
院
で
す
。曹
洞
宗
を
開
い
た
道
元
か
ら
数
え
て

三
代
、越
前
永
平
寺
か
ら
招
か
れ
て
現
在
の
野
々
市

市
に
禅
宗
の
寺
と
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。永
平
寺

以
外
の
地
に
播
か
れ
た
最
初
の
寺
院
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
曹
洞
宗
第
二
の
本
山
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺
に
は
重
要
文
化
財
五
点
を
は
じ
め
貴
重
な
文
化

財
が
数
多
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
昭
和
三
十
九
年
三

月
、当
館
に
寄
託
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
仏
果
碧
巌
破
関
撃
節
」は
宋
に
渡
っ
て
い
た
道

元
が
書
写
し
た
も
の
と
伝
わ
る
、禅
の
奥
義
を
指
南

す
る
語
録
集
で
す
。語
録
集
そ
の
も
の
は「
碧
巌
録
」

の
名
で
一
般
に
流
布
し
て
お
り
、禅
宗
第
一
の
典
籍

と
さ
れ
て
い
ま
す
。碧
巌
録
は
先
人
の
残
し
た
百
の

公
案（
禅
問
答
）を
選
ん
で
漢
詩
を
添
え
、解
釈
、批

評
を
加
え
た
も
の
で
す
。

　

本
書
は
上
冊
五
十
九
枚
、下
冊
四
十
二
枚
か
ら
な

り
、表
紙
に
は「
一
夜
碧
巌
集
」と
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
筆
者
の
道
元
が
宝
慶
三
年（
一
二
二
七
）冬
、中
国

か
ら
帰
国
直
前
に
、
師
で
あ
る
天
童
如
浄
か
ら
書

き
写
す
よ
う
命
じ
ら
れ
、一
夜
の
う
ち
に
仕
上
げ
た

と
い
う
話
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。下
冊
八

十
一
則（
写
真
の
後
半
部
分
）よ
り
後
は
、夜
明
け
直

前
に
白
山
権
現
が
現
わ
れ
て
助
筆
し
、
書
写
を
完

了
し
た
と
の
伝
説
も
あ
り
、曹
洞
宗
に
お
け
る
最
も

貴
重
な
宝
典
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
永
平
寺
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、徹

通
禅
師
と
と
も
に
大
乗
寺
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

重要文化財《仏果碧巌破関撃節（一夜碧巌集）》 ぶっかへきがんはかんきゃくせつ（いちやへきがんしゅう）
縦23.0㎝　横15.7㎝　鎌倉13	世紀 希玄道元　きげん・どうげん

	 大乗寺蔵
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